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2025年4月21日から、利用報告書システムのURLが変更になりました。
新URL https://nanonet.go.jp/system_user_report/

お手数ですがブックマークに保存されている場合には、変更をお願いいたします。



3-1: ログアウト P21

3-2: アカウント情報の修正 P22

3-3: 成果発表・成果利用データの追記 P23-24

はじめに

セクション 1: パスワード、メールアドレスの登録、変更

1-1: 仮パスワードでログイン P5

1-2: パスワード、メールアドレスの登録 P6

1-3: パスワードのリセット、登録 P7

2-1: ログイン P8

2-2: 報告書入力フォーム、注意事項確認 P9

2-3: 課題基本データの入力 P10

2-4: 報告書データの入力 P11-14

2-5: 成果発表・成果利用データの入力 P15

2-6: 図・表・数式データの入力 P16-17

2-7: 利用報告書の下書き保存とプレビューの確認 P18

2-8: 利用報告書の提出 P19-20

セクション 2: 利用報告書の入力、保存、提出

 実施機関から「ユーザーID」と「仮パスワード」が支給されている場合 → P5-6へ
セクション「1-1：仮パスワードでログイン」と「1-2：パスワードとメールアドレスの登録」をお願いし
ます。
以後は、「2-1」の手順でシステムにログインし、利用報告書の登録、提出をお願いします。

 実施機関によるメールアドレスの登録が既に完了している場合 → P7へ
セクション「1-1」「1-2」はスキップし、「1-3：パスワードの再発行、登録」の機能でパスワード登録を
お願いします。以後は「2-1」の手順でシステムにログインし、利用報告書の登録、提出をお願いしま
す。

セクション 3: その他
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ARIM利用報告書システムをスムーズに使用していただくために、このマニュアルをよくお読みくださ

い。疑問点がある場合は、対応するセクションを参照するか、ARIMセンターハブ運営室へお問い合わ

せください。

目次

【利用報告書システムの使用方法や不具合のお問い合わせ】

ARIMセンターハブ運営室 E-mail： ARIM_report@nanonet.go.jp

【利用報告書に記入する内容や内容の修正のお問い合わせ】

利用されたARIM共用設備の担当者（もしくは、各機関の代表問い合わせ窓口（下記URLのページ

下部の機関一覧））https://nanonet.go.jp/page/page000011.html

mailto:ARIM_report@nanonet.go.jp
https://nanonet.mext.go.jp/page/page000011.html


マテリアル先端リサーチインフラ 利用報告書に関する注意事項

本書面の内容は、マテリアル先端リサーチインフラ（ARIM）において、実施機関が管理・共用する施設

及び設備等利用に伴い提出頂いた報告書（以下、利用報告書という）の取り扱いに関する注意事項を

記載しています。提出いただいた利用報告書にはこの注意事項が適用されますので、利用報告書を

提出される際は、本書面の内容を十分理解し同意頂いた上、ご提出下さい。

1．利用報告書の提出及び公開について

利用報告書は、利用者が ARIM 実施機関で管理・共用する施設及び設備等をご利用いただく際に、

その機関（以下、「設備等共用機関」という）の約款や規約等に基づき、提出が義務づけられていると

ともに、提出された利用報告書は公開されます。利用報告書は、施設、設備等を利用された年度ごと

に、設備等共用機関が示す期限までに提出することが必要です。そしてその利用報告書は、翌年度に

準備が整い次第 Web 上で公開され、制限なく閲覧、ダウンロードが可能となります（通常、翌年度

6 月頃）。

利用報告書の提出者及びその所属組織は、提出した利用報告書が設備等共用機関の約款や規約等に

基づき公開されることに対し、異議を申し立てることはできません。

2．公開までの保管、事業内共有及び免責事項について

提出いただいた利用報告書は、Web 上に保管いたします。公開するまでの期間、利用報告書の閲覧

は、運営上必要となる ARIM 事業関係者に限定して共有させていただきます。

Web 保管された利用報告書は、システムの保守、アクセス制限、アカウント管理の実施などで適切に

管理すべく最善の努力をもって管理・取り扱いをいたしますが、サイバー攻撃や第三者の不正アクセ

ス等の不測の事態を含め発生した盗用・漏洩などにより、利用報告書の提出者及びその所属組織が

被った損害に対して、設備等共用機関及び物質・材料研究機構は賠償責任を負うものではありません。

3．利用報告書の公開猶予

前項に関わらず、特段の事情がある場合は利用者の申し出に基づき設備等共用機関の承認の上で利

用報告書の公開時期の延期（公開猶予）をすることが可能です。公開猶予期間は、利用された年度末

から最長で２年間（例えば、2024 年度ご利用の場合、最長で 2027 年 3 月 31 日）です。ここで

いう公開猶予とは、利用報告書の公開が猶予されることであり、公開猶予が認められた場合も第１、２

項に記載した内容が適用されることをご留意ください。
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「マテリアル先端リサーチインフラ 利用報告書に関する注意事項」

PDF https://nanonet.go.jp/data/doc/1733210870_doc_10_0.pdf

必ずご確認ください

https://nanonet.go.jp/data/doc/1733210870_doc_10_0.pdf


利用報告書の位置付けについて

【全体的な注意事項】

本利用報告書は研究論文ではなく、マテリアル先端リサーチインフラ（ARIM）支援機関の共用設備利

用に関する「利用報告書」です。ARIM支援機関の設備を利用して実施した実験、計測、分析、試作等

の内容と、得られた結果を公開することが目的であり、それによって達成された研究成果などは可能

な範囲で記載して頂ければ結構です。

【重要なお願い】

利用報告書に記入頂く情報は、公開されない旨特に記載のある項目を除き、氏名、所属を含め、ある

適切な時期以降、Webページ上で公開され、制限なく閲覧、ダウンロードが可能となります。くれぐれ

も、必要以上の個人情報、機微情報を記入されませんよう、お気を付けください。また、全ての情報は、

ARIMに参画する機関の間で共有、再利用されることがあります。

【公開猶予制度について】

 当該年度の利用課題は、年度内に利用報告書を提出し翌年度に公開するのが原則でありますが、

以下のようなすぐに公開できないような特別な理由がある場合、公開を最大２年間猶予すること

ができます。

１）論文投稿予定

2）学会発表予定

3）特許出願予定

 公開猶予制度は、公開を猶予するだけなので、正式な報告書は当該年度内に別途所定の書式で作

成し、支援機関へ提出してください。支援機関内で公開せずに保管いたします。

 公開猶予期間（最大２年間）が終了した後、同じ課題番号に正式な報告書を再入力して頂きます。

このとき、公開猶予の結果として、特許出願や学会・論文発表等の成果を追記して頂きます。

【利用報告書システムの使用方法や不具合のお問い合わせ】

ARIMセンターハブ運営室 E-mail： ARIM_report@nanonet.go.jp

【利用報告書に記入する内容や内容の修正のお問い合わせ】

利用されたARIM共用設備の担当者（もしくは、各機関の代表問い合わせ窓口（下記URLのページ

下部の機関一覧））

https://nanonet.mext.go.jp/page/page000011.html
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「利用報告書の位置付けについて」

PDF https://nanonet.go.jp/data/doc/1733211510_doc_10_0.pdf

mailto:ARIM_report@nanonet.go.jp
https://nanonet.mext.go.jp/page/page000011.html
https://nanonet.go.jp/data/doc/1733211510_doc_10_0.pdf


1-1:仮パスワードでログイン

（1）ブラウザを開き、以下のARIM利用報告書システムのURLを入力してください。

https://nanonet.go.jp/system_user_report/

◀ ユーザー名とパスワードを入力し、ログイン
すると2回目の認証画面が表示されます。

※入力する情報が不明な場合は、支援実施機関
へお問い合わせください。

課題ID

仮パスワード

実施機関によるメールアドレスの登録が既に完了している場合 → P7へ

※システムのメンテナンス情報等(①)は、2回目のログイン画面に表示されます。

※パスワードリセットの機能(②)は、パスワードとメールアドレスの登録後に使用可能になります。

※マニュアルの最新版は、ログイン画面のリンク (③)からダウンロードできます。

（3）2回目の認証情報「ユーザーID (課題ID)」、「仮パスワード」を入力し、ログインします。

セクション 1:パスワード、メールアドレスの登録、変更

②

③

①

（2）1回目の認証情報「ユーザー名」(①),「パスワード」(②)を入力し、ログインします。

①

②
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1-2:パスワード、メールアドレスの登録

（1）課題IDとパスワードでログインすると、「アカウント-修正」フォームが表示されますので、希望の「パス
ワード 」(①)と「メールアドレス」 (②)を入力し、「入力内容を確認する」(③)→「上記内容で登録する」を
クリックしてください。

（2）登録したメールアドレスに、本パスワードへの変更受付完了メール(④) が自動送信されます。

（4）続けて利用報告書の入力をする場合は、「編集」(⑥) をクリックしてください。 → P9へ
一旦終了する場合は、画面右上の「MENU」 (⑦) から「ログアウト」を選択し、 次回以降のログインは、
→ P8へ

⑥

⑦

①

②

（3）利用報告書システム＞アカウント-修正受付画面
の「一覧に戻る」(⑤) をクリックすると、「利用報
告書-登録・編集・プレビュー」画面 (⑥) が表示
されます。

セクション 1:パスワード、メールアドレスの登録、変更

実施機関によるメールアドレスの登録が既に完了している場合 → P7へ

④

⑤

③
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1-3:パスワードのリセット、登録

（1）ブラウザを開き、以下のARIM利用報告書システムのURLを入力してください。

https://nanonet.go.jp/system_user_report/

◀ ユーザー名とパスワードを入力し、ログインすると2回目
の認証画面が表示されます。

※入力する情報が不明な場合は、支援実施機関へお問い合
わせください。

（3）2回目のログイン画面にある 「パスワードを忘れた方はこちらから」 (①) をクリックしてください。
「ユーザーID (課題ID)」、「メールアドレス」を入力後、「入力したEメールアドレスにパスワードを送信す
る」 (②)をクリックすると、「パスワード再発行のお知らせ」 メール (③) が，自動送信されます。

（4）ログイン画面に「ユーザーID (課題ID)」、パスワード再
発行のお知らせメールに記載の「パスワード」を入力し、ロ
グインしてください。

①

②

③

（6）パスワード変更後、利用報告書の入力をする場
合は、画面右上の「MENU」 (④)から「利用報告
書」を選択してください。 → P9へ

一旦終了する場合は、「MENU」 (④)から「ログ
アウト」を選択し、次回以降のログインは、P8へ

（5）ログイン後、画面右上の「MENU」 (④) → 「アカウント」 → 「アカウント修正フォーム」より、パスワードを
希望の文字列に変更してください。

セクション 1:パスワード、メールアドレスの登録、変更

（2）1回目の認証情報「ユーザー名」(①),「パスワード」(②)を入力し、ログインします。

①

②

④
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2-1: ログイン

（1）ブラウザを開き、以下のARIM利用報告書システムのURLを入力してください。

https://nanonet.go.jp/system_user_report/

セクション 2:利用報告書の入力、保存、提出

（3）2回目の認証情報「ユーザーID (課題ID)」「パスワード」を入力し、ログインします。

◀ ユーザー名とパスワードを入力し、ログインすると
2回目の認証画面が表示されます。

※入力する情報が不明な場合は、支援実施機関へお
問い合わせください。

①

②

③

（2）1回目の認証情報「ユーザー名」(①),「パスワード」(②)を入力し、ログインします。

ユーザーID
(課題ID)

パスワード

※【システムのメンテナンス情報等】(①) は、2回目のログイン画面に表示されます。

※【パスワードを忘れた場合】 「パスワードを忘れた方はこちらから」(②)をクリックし、「課題ID」「メー
ルアドレス」を入力すると、登録したメールアドレス宛にパスワード再発行メールが送信されます。
（再発行されたパスワードでログイン後、画面右上「MENU」→「アカウント」を選択し、希望のパスワー
ドに変更してください。）

※【マニュアル最新版】は、ログイン画面のリンク (③) からダウンロードできます。

①

②
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2-2:報告書入力フォーム、注意事項確認

（1）利用報告書システムにログインすると、「利用報告書-登録・編集・プレビュー」画面が表示されます。

①

②

③④

• 「編集」 (①) ：報告書の入力フォームが開きます。

• 「利用課題名」 (②)をクリックすると、現在の登録内容の閲覧画面が開きます。

• 「アップロード」 (③)：図・表・数式の登録画面が開きます。

• 「HTML preview」、「PDF preview」 (④)：報告書のhtml版、PDF版レイアウトが確認できます。

（2）リスト右側の「編集」 (①) をクリックし、報告書の入力フォームを開きます。

セクション 2:利用報告書の入力、保存、提出

利用報告書入力画面 ＜利用報告書に関する注意事項＞

① 注意事項の確認：チェックボックスは、チェックボックスの上にある「マテリアル先端リサーチインフラ 利
用報告書に関する注意事項」PDFファイルを開いて内容をご確認いただくとチェックを入れられるよう
になります。

①

【報告書入力を中断する場合】フォーム下部の「入力内容を確認する」→「下書き（編集途中）保存」をクリッ
クすると、内容の下書き保存が可能です。
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①

②

③

④

⑧

⑦

⑨

⑩

⑤

⑥

2-3:課題基本データの入力

セクション 2:利用報告書の入力、保存、提出

利用報告書入力画面 ＜課題基本データ＞

① 年度、 機関コード、 課題番号（下4桁）：変更できません。

② 機関外・機関内の利用、利用形態: 変更する場合は、支援実施機関に確認してください。

③ 利用課題名： この欄に記入の課題名が、課題名で検索する際の対象になります。

④ 利用課題名（表示用）： 「利用課題名」をコピペし、上付き/下付きやイタリックなどの文字修飾が必要な場
合は、この欄で指定してください。

⑤ 利用者名（課題申請者）： 変更できません。（変更が必要な場合は、支援実施機関へお知らせください。）

⑥ 所属名： 大学は学部学科、大学院研究科まで、企業は企業名のみ、技術研究組合は組合名までの記載を

お願いします。

利用後に所属が変わった場合は、利用申請時の所属を記載し、報告書作成時の所属は「その他、特記事

項」の欄に記載してください。

⑦ 公開猶予、⑧公開猶予期間： 公開猶予の「あり／なし」および公開猶予期間を変更する場合は、支援実施

機関に確認してください。

⑨ 公開猶予の理由

公開猶予「あり」の場合は、その理由を「論文投稿予定／学会発表予定／特許出願予定／その他（自由記

述）」から選択してください。

⑩ 公開猶予の理由（その他を選択した場合）

「その他」を選択した場合は、理由を記入してください。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

①太字, ②斜体, ③下線, ④上付き, 
⑤下付き, ⑥書式の解除, ⑦ソース
コード表示

①～⑤以外の装飾はできません。（ソー
ス編集して指定しても反映されません。

【報告書入力を中断する場合】フォーム下部の「入力内容を確認する」→「下書き（編集途中）保存」をクリッ
クすると、内容の下書き保存が可能です。
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【報告書入力を中断する場合】フォーム下部の「入力内容を確認する」→「下書き（編集途中）保存」をクリッ
クすると、内容の下書き保存が可能です。

2-4:報告書データの入力

利用報告書入力画面 ＜報告書データ 1/4＞

②

⑤

【「＋」クリックで入力欄が追加されない場合】
ブラウザのキャッシュのクリア（windowsの場
合はコントロールキー＋F5キーの同時押し）を
お試しください。

① ORCID: あれば記入してください。なければ空欄で結構です。
② 年齢層： 入力必須項目です。
③ 所属機関区分： 入力必須項目です。
④ 利用料金の支払いに利用した国の競争的資金の有無： 入力必須項目です。「あり」の場合は、その下も

記入してください。「なし」の場合は記入しないでください。

※①～④の項目は、公開される利用報告書には掲載されません。

⑤ 共用利用者氏名: 利用者（課題申請者）の他に実際に支援機関の設備を利用した方の氏名を記入してく
ださい。（共同研究者であるが支援機関の設備を利用していない方の氏名は記載しないでください。）

⑥ ARIM実施機関支援担当者：利用形態が「共同研究」の場合は必ず記入してください。利用に当たって
協力を受けた支援機関の教員、スタッフの氏名を記入してください。

⑦ 横断技術領域、⑧ 重要技術領域：支援機関が入力します。設備利用者は入力値の変更をせずに、このま
ま提出してください。

⑥

セクション 2:利用報告書の入力、保存、提出

⑦

⑧

①

③

④

-11-



【報告書入力を中断する場合】フォーム下部の「入力内容を確認する」→「下書き（編集途中）保存」をクリッ
クすると、内容の下書き保存が可能です。

2-4:報告書データの入力

利用報告書入力画面 ＜報告書データ 2/4＞

①

セクション 2:利用報告書の入力、保存、提出

① 利用した主な設備: 利用形態が「技術相談」以外は入力必須です。
利用した設備の設備ID（例「NM-001」（機関コード-3桁数字））を入力し
てください。
複数の設備を利用した場合は、5台まで入力可能です。5台以上ある場合
は、「実験」欄へ、設備IDと設備名を記入してください。
設備IDと設備名は、設備検索システム
https://nanonet.go.jp/facility.php
で検索可能です。

②

②③ キーワード： 支援機関が選択します。設備利用者は、支援機関から求められた場合のみ入力してく
ださい。
【支援機関の方へ】
選択した「横断技術領域」、「重要技術領域」に従って表示される選択肢から必ず1つはチェックしてく
ださい。技術領域を選択しなおすと、それまで入っていたチェックは自動でクリアされます。
該当するキーワードがない場合は、自由記述の欄に最低1つのキーワードを入力してください。
横断技術領域・重要技術領域キーワードリスト
https://nanonet.go.jp/page/keywords_techarea.html

④ キーワード（自由記述）:
【設備利用者および支援機関の方へ】
下記のURLのリストを参考に、応用分野などのワードも含め最低1つ以上のキーワードを自由に入力
してください。複数ある場合はカンマで区切ってください。
材料・設備関連キーワードリスト
https://nanonet.go.jp/page/keywords.html

③

④

設備利用者は入力不要

大文字半角英数字とハイフンのみ

設備利用者は入力不要

-12-
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2-4:報告書データの入力

利用報告書入力画面 ＜報告書データ 3/4＞

【報告書入力を中断する場合】
フォーム下部の「入力内容を確認する」→「下書き（編集途中）保存」をクリックすると、内容の一時保存が可能です
（入力必須項目（※）が未記入の場合、エラーがでて一時保存ができませんので、何らかの記入をお願いします）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

①太字, ②斜体, ③下線, ④上付き, ⑤下付き, ⑥書式の解除, ⑦ソースコード表示

①～⑤以外の装飾はできません。（ソース編集して指定しても反映されません。

Word等からコピー＆ペーストする際は、不要な書式や改行がペーストされな
いよう「＜/＞」ボタンをクリックして、コード表示モードにしてペーストしてく
ださい。

①

②

セクション 2:利用報告書の入力、保存、提出

① 概要（目的・用途・実施内容）：研究開発、技術開発の目的や支援機関での実施内容等を、開示可能
な範囲で、完結にご説明ください。

② 実験：「利用した主な設備」欄へ記入しきれなかった研究設備を記入する場合は、本欄に設備IDと
設備名を記入してください。
支援機関において、「利用した主な設備」を使ってどのような実験や試作、計測、分析等を行ったか
を必ず記載してください。支援機関で実施した内容と、別の機関で行った内容（利用者が自機関へ
持ち帰って評価した場合等）が区別できるように記載してください。

改行は「Shift＋Enter」キーで
お願いします。

改行は「Shift＋Enter」キーで
お願いします。

【報告書入力を中断する場合】フォーム下部の「入力内容を確認する」→「下書き（編集途中）保存」をクリッ
クすると、内容の下書き保存が可能です。

-13-



2-4:報告書データの入力

利用報告書入力画面 ＜報告書データ 4/4＞

【報告書入力を中断する場合】フォーム下部の「入力内容を確認する」→「下書き（編集途中）保存」をクリッ
クすると、内容の下書き保存が可能です。

セクション 2:利用報告書の入力、保存、提出

②

① 結果と考察：全角100文字以上（半角200文字以上）を目安に記入してください。
「実験」で得られた結果と考察を中心に開示可能な範囲でご説明ください。今後の展開を述べる場
合は、本欄に記載してください。図表は可能な限り添付（図・表・数式」の登録方法→P16-17）し、添
付されている図表の番号と本文の番号を合わせてください。

② その他・特記事項（参考文献・謝辞等）：利用報告書内で引用した参考文献や、用語の説明がある場合
は、本欄に記載してください。
他のARIM支援機関を利用した場合、利用した機関を（可能であれば課題番号も）記載してください。
支援機関の技術スタッフへの謝辞は、本欄に記載してください。

③ 図・表・数式：図・表・数式の登録・編集は、現在開いているフォームの内容を下書き保存（P18)し、
「利用報告書-登録・編集・プレビュー」画面のカラム右側の「アップロード」 (④)よりお願いします。
報告書には、できるだけ図・表の入力をお願いします。

①
改行は「Shift＋Enter」キーで
お願いします。

※「図・表・数式」の登録・編集は → P16-17へ

④

改行は「Shift＋Enter」キーで
お願いします。

③

-14-



2-5:成果発表・成果利用データの入力

利用報告書入力画面 ＜成果発表・成果利用データ＞

①

セクション 2:利用報告書の入力、保存、提出

②

③

④

⑤

⑥

【報告書入力を中断する場合】フォーム下部の「入力内容を確認する」→「下書き（編集途中）保存」をクリッ
クすると、内容の下書き保存が可能です。

① DOI（論文・プロシーディングス）：DOIは、Crossref (https://www.crossref.org/)のデータ
ベースを参照し、情報取得をしています。 Crossref に登録のない論文、プロシーティグスのDOIを
入力すると、確認画面で「DOIではありません」のエラーメッセージが表示されますので、入力画面に
戻り、エラーがでたDOIの論文情報は、「口頭発表、ポスター発表およびその他の論文」（②）に記入し
てください。

② 口頭発表、ポスター発表およびその他の論文：投稿中やDOIの無いものは本欄に記入してください。
発表学会名または掲載論文名と発表（掲載）年月（日）は必ず記載してください。
発表タイトルの記載は省略して構いません。
発表者・著者名は「〇〇〇〇 他」、「A. Aaaaa et al.」の表記で構いません。
公開猶予「あり」の場合は、入力欄には「公開猶予」とご記入ください。
例：口頭発表が3件ある場合→「＋」キーで欄を計3個になるよう増やし、各欄に「公開猶予」と記入

③ 特許出願件数： 入力必須項目です。半角英数字のみ。
④ 出願番号：出願番号は、公開される報告書には掲載されません。

⑤ 特許登録件数：入力必須項目です。半角英数字のみ。
⑥ 登録番号：登録番号は、公開される報告書には掲載されません。

【「＋」クリックで入力欄が追加されない場合】
ブラウザのキャッシュのクリア（windowsの場
合はコントロールキー＋F5キーの同時押し）を
お試しください。

成果発表・成果利用データは、報告書の公開後も追記が可能です。本利用の成果等に関連する利用当
該年度以後のご発表をご記載ください。ただし、継続課題に関しては「その他・特記事項」欄に参考と
して年度をまたいでの記載をお願いいたします。

追記方法は →P23-24へ
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2-6:図・表・数式データの入力

図・表・数式入力画面 1/2

（1）「利用報告書-登録・編集・プレビュー」画面の、図・表・数式「アップロード」(①)をクリックします。

①

「利用報告書-修正」フォームを開いている場合は、フォーム下部の「入力内容を確認する」→「下書き保存」
→「一覧へ戻る」をクリックして、「利用報告書-登録・編集・プレビュー」画面を表示してください。

（2）「図・表・数式-一覧」画面の、「新規登録」 (②)をクリックします。

②

（3）「図・表・数式-新規登録」フォームに、「キャプション」(③) を入力し、「ファイルを選択」 (④) をクリックして、
アップロードする画像を選択します。

③

④

※図1、Fig.1、表1、Table 1、式(1)、Eq.(1)等の番号は、キャプションに記入するか、画像内に書き込

んでください。

※キャプション欄の下部のマーク(⑤) を下にドファッグすると、入力欄を広げることができます。

※アップロード可能なファイル形式： gif、jpg、jpeg、png、bmp

※画像1点あたりのファイルサイズの上限：5MB

※印刷に適した画像解像度の目安：実寸で、300～350dpi

セクション 2:利用報告書の入力、保存、提出

⑤

【報告書入力を中断する場合】
フォーム下部の「入力内容を確認する」→「下書き（編集途中）保存」をクリックすると、内容の一時保存が可能です
（入力必須項目（※）が未記入の場合、エラーがでて一時保存ができませんので、何らかの記入をお願いします）① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

①太字, ②斜体, ③下線, ④上付き, ⑤下付き, ⑥書式の解除, ⑦ソースコード表示

①～⑤以外の装飾はできません。（ソース編集して指定しても反映されませ
ん。Word等からコピー＆ペーストする際は、不要な書式や改行がペースト
されないよう「＜/＞」ボタンをクリックして、コード表示モードにしてペース
トしてください。
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2-6:図・表・数式データの入力

図・表・数式入力画面 2/2

（4） 「入力内容を確認する」→「上記内容で保存する」→「一覧へ戻る」をクリックすると。「図・表・数式-一覧」画
面に戻り、アップロードした画像とキャプションの確認や修正、別のデータの登録が可能です。

④

③

① ②

セクション 2:利用報告書の入力、保存、提出

※画像の差し替えやキャプションの変更は「修正」 (①) をクリックすると編集画面が開きます。

※「削除」 (②) をクリックすると、その行の画像とキャプションが削除されます。

※報告書内での画像の掲載順を変更する場合は、表示順欄の数字 (③) をクリックし、編集してくださ

い。

※登録が編集を終了し、「利用報告書-登録・編集・プレビュー」画面に戻る場合は、「利用報告書に戻

る」 (④)をクリックしてください。
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2-7:利用報告書の下書き保存とプレビューの確認

（1）報告書入力フォーム下部の「入力内容を確認する」をクリックしてください。

（2）確認画面の上部または下部で、「下書き（編集途中）保存」をクリックし、次の画面で「一覧に戻る」をクリッ
クしてください。

（3）下書き保存すると「利用報告書-登録・編集・プレビュー」画面のステータス欄 (①) が「作成中」に変わりま
す。「HTML preview」(②)、「PDF preview」(③)をクリックすると、報告書のプレビューが開きます。

① ② ③

（4）プレビュー(⑥,⑦)で、報告書の内容とレイ
アウトを確認してください。

修正する場合は、「編集」 (④) をクリック
すると報告書フォームが開きます。

図・表・数式を修正する場合は、「アップ
ロード」 (⑤) をクリックすると、図・表・数
式の一覧画面が開きます。

④

⑤

（5）報告書の修正後は、確認画面上部または下部の「下書き（編集途中）保存」クリックまで操作を進めてくださ
い。

※「下書き保存」しない
と、PDF版プレビュー
(⑦)に修正内容が反映
されません。

（6）修正後、再度、HTML版プレビュー (⑥)、PDF版プレビュー (⑦) の確認をお願いします。

※下書き保存では、入力エラー（必須
項目空欄など）があっても、そのまま保
存できます。

セクション 2:利用報告書の入力、保存、提出

⑥ HTML版プレビュー ⑦ PDF版プレビュー
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2-8:利用報告書の提出

（1）報告書プレビューを確認後、報告書の提出を行う場合は、「利用報告書-登録・編集・プレビュー」画面の「編
集」 (①) をクリックして、報告書フォームを開きます。

①

（4）報告書が提出されると、本システムに登録したメールアドレス
宛に「提出受付メール」（④) が自動送信されます。

（2）報告書フォーム下部の「入力内容を確認する」(②）をクリックします。

③

※入力エラー（書式エラーや入力必須項目の未入力）があると、「このまま提出」ボタンが表示されません。

※注意！ 「提出」を選択すると、以後は報告書の内容の編集ができなくなります。誤操作で「提出」して
しまった場合は、ARIMセンターハブ運営室 (ARIM_report@nanonet.go.jp)へご連絡ください。

セクション 2:利用報告書の入力、保存、提出

④

（3） 確認画面の「このまま提出」(③)をクリックします。

②
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2-8:利用報告書の提出

（6）提出された報告書は、支援機関（ARIMハブ・スポーク機関）およびARIM運営機構業務実施者による確
認の後、ARIM Japan Webの「利用報告書検索」(https://nanonet.go.jp/user_report.php) で
6月頃に公開されます。

※報告書確認の際、内容の修正・加筆等をお願いする場合があります。

（7）報告書公開後の閲覧数（html版）やダウンロード数（PDF版）は、利用報告書システムにログインすると、
「利用報告書-登録・編集・プレビュー」画面の「アクセス数」 (③) 欄で確認できます。

（5）提出後は、「利用報告書-登録・編集・プレビュー」画面のステータスが「提出済」 (①)になります。「編集」
(②) が非表示になり、報告書の編集ができなくなります。

①

③

②

セクション 2:利用報告書の入力、保存、提出
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3-1: ログアウト

作業を終了する場合は、画面右上の「MENU」から「ログアウト」 (①) を選択してください。

①

※注意！ 60分以上操作がない状態が続くと、強制的にログアウトされます。入力中は、こまめに
下書き保存いただくことをお勧めいたします。

セクション 3:その他
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3-2:アカウント情報の修正

注意！「提出」を選択すると、以後は
報告書の内容の編集ができなくなりま
すので、ご注意ください

（1）画面右上の「MENU」から「アカウント」 (①) を選択してください。

①

（2）「アカウント-修正」フォームで、「パスワード」、「メールアドレス」の変更が可能です。

① ユーザーID：ユーザーIDは課題IDとなっており変更できません。

② パスワード：半角英数字8～64文字。パスワードを変更した場合、変更後のパスワードは確認画
面に表示されませんので、お手元にお控えください。

③ 氏名、所属機関 ：「姓」「名」「所属機関」を変更すると、利用報告書の「利用者名」「所属名」にも変
更が反映されます。※変更する場合は、支援実施機関の許可を得てください。

④ 所属機関 ：大学は学部学科、大学院研究科まで、企業は企業名のみ、技術研究組合は組合名ま
での記載をお願いします。

⑤ メールアドレス：メールアドレス欄に記入のアドレス宛に、パスワードリマインドや利用報告書の
提出受付メールが自動送信されます。

（3）変更内容を入力後、「入力内容を確認する」 (⑥) →確認画面の「上記内容で登録する」→「一覧に戻る」で、「利

用報告書-登録・編集・プレビュー」画面に戻ります。

セクション 3:その他

①

②

③

④

⑤

⑥
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報告書提出・承認後、公開済となった報告書には、成果発表・成果利用データを追記することができます。追
記可能な期間は、当該報告書の提出年度末より2年間です。

例：課題IDが 24NM0001 (令和6年度（2024年度）の課題)
年度コードが 24 のものは、2025年3月末より2年間（2027年3月末まで）追記が可能。

3-3:成果発表・成果利用データの追記

（1）利用報告書システムに、追記をしたい報告書の課題IDでログインしてください。（ログイン方法 →P7）

（2） 「利用報告書-登録・編集・プレビュー」画面の「編集」 (①) をクリックします。

①

（3）「報告書-修正」フォームが開きますので、フォームを下までスクロールし、「成果発表・成果利用データ」
(②)を入力してください。（成果発表・成果利用データ以外は変更できません。）

③

セクション 3:その他

②

（4）「成果発表・成果利用データ」の入力後、フォーム下部の「入力内容を確認する」(③)をクリックしてくだ
さい。
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3-3:成果発表・成果利用データの追記

（7） 報告書は一時的に「公開前」 (③)の状態になります。

③

※注意！ 成果発表・成果利用データ追記の際は、下書き保存はできません。保存後の再編集が
できなくなりますので、誤操作で「保存」してしまった場合は、ARIMセンターハブ運営室
(ARIM_report@nanonet.go.jp)へご連絡ください。

（8）成果発表・成果利用データが追記・保存された報告書は、ARIMセンターハブ運営室で確認後、再度「公

開」されます。公開が再開された報告書には、成果発表・成果利用データの再追記が可能です。

セクション 3:その他

（5） 確認画面の「保存」(①)をクリックしてください。

（6） 「保存」すると、本システムに登録のメールアドレス宛に「追記受付メール」(②) が自動送信されます。

①

②
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